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による影響は少なく，また，pHの低下は硝酸の生成

によるものと推定される。

さらに熔燐区は，硝酸生成丑の多いことが注目され，

これが肥料自体のp王Ⅰが消去されたものと解される。

pH推移の一般的な傾向として，木場土掛は施肥直

後0．5，また，以後も徐々に低下する傾向を示すが，㍑乳

期と見られる20日後において1前後低下することは，有

産条件とはいえ，ほ場条件と顆似した推移を示す。また，

ア8（燐酸5倍丑）においては熔燐は地区に比してわず

かに高い程度である外は有意差は認められない。

一花Ⅹ氏土掛こついては，本場土壌に比して硝酸生

成畳の多いことならびにpH低下の少ないことが注目

される。

以上のことを総合すると，pI日工硝酸生成が大きく

関与していると考えられる。

4．　む　　　す　　　び

以上の結果を婆的すると磯乳期床土のpI王は4．8以

下であり，さらに，躇密には4．5前後であることが好

ましい。施肥前pH5．5の土壌に施肥すると，離乳

期ごろまでに．pHl前後低下するのが一般的のようで

あり，その低下の原因として硝酸の生成が大きく関与す

ることが判明した。したがって，なんらかの理由によ　り

低下しない場合は，障声音が発生する場合の多いことが

考えられるので，適正なpHに矯正する手段を講ずる

ことが望まれる。また，床土は，T－Ⅳが多く物理性

の良い土壌条件となるように培養することも塁まu、。

なお，今後はさらに稚苗，中首まで拡大し施肥の首

栄養と培地条件との関係せ総合的に検討する予定であ

る。

水稲に対する珪カル施用効果の品種間差異について

高橋　和書　・　白畑　憲介

（岩手県最試）

1．　ま　え　が　き

近年，水田土壌の地力増強，あるいは安定多収稲作

に対する熔燐，珪カ′レの多宜施用が，大きな効果を収

めているが，とくに珪カ′レを多施した場合，土壌pH

が変化し，地力窒素の発現に大きな影響を及ぼしてい

る。また，このことが水稲の生理代謝，養分吸収にも

大きく関与し，多収をもたらしているものと解される

が，pHの変化と生理代謝，ならびに養分吸収等の

関係が，水稲の晶瞳の特性によって異なるものと推沸

される。したがってこれらの関係を明らかにすべく珪

カ′レ施用丑と生育収丑および養分吸収の品種間差異に

ついて検：討した。

2．　試　験　方　法

和賀郡東和町の第三紀層黄褐色土酎占土型の開田地

において，フジミノリ（穂重塾），ハツニシキ（棟数

塾）の2品瞳を供試し，試験区は珪カ′レ0区，200Kク

区，400KP区，dOOKP／10a施用区の4段階として5

月27日に折衷百を㌦当り252疎く55ロ乃×12（7乃）移

植した。なお，施肥畳はN：10＋2喝㌧】㍉05：20

晦，K20：10＋2Kダ／10aを，塩安，熔燐，塩加を用

いて各区共通施用した。

5．　試　験　結　果

1．土壌pHならびにyH4－Nの変化

稲作期間中における土壌のp王王，ならびにNH▲‾Ⅳ

第1表　　土壌中の pHならびにNH4‾N の変化

晶 撞 区 番 号 試 験 区 名

y H 4 － Ⅳ （ 訊夢／ 1 0 0 才 ）

8．2 0 8 ．2 8
7 ．1 1 1 8 ． 2

′ヽ 1 無 珪 カ ′レ 区 8 ．1 4 ．2 0 ．5 ＿ 0 ．4

ツ 2 珪 カ ／レ 2 0 0 区 9 ．8 8 ．5 1．1 1．2

5 珪 カ ′レ 4 0 0 区 7 ．0 5 ．2 1．0 1．4

シ′
キ 4 珪 カ ル 占O D 区 7 ．1 4 ．1 0 ．7 D．7

晶 痙 区 番 号 試 験 区 名

p H

8 ．2 0 8 ．2 8 7．1 1　 8 ．2

′ヽ 1 無 珪 カ ′レ 区 8 ．7 8 ．5 8 ．4　　 8 ．4

ツ 2 珪 カ ′レ 2 0 0 区 7 ．5 －
8 ．g・　 ‘．d

5 珪 カ ／レ 4 0 0 区 7 ．4 －
7 ．0 占．7

シ′
キ 4 珪 カ ′レ ム0 0 区 7 ．7

7．1　 7 ．1
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変化を第1表に元したが，それによると無珪カ／レ区の

pHはム7～8．4を示しているが，珪カ′レを施用する

ことにより　pI王は著しく上昇し分・けつ期には7．5～7．7

のアルカリ性を示している。しかし，伸長期以降は

200Eク区がる・8，°00Ⅹグ区が7．1位に落ち着いて来て

いる。

一方yH▲一封について見ると，無珪カ′レ区は伸長期以

第2表　　生　育　調　査　成　績

降急激に減少して来ているが，珪カル施用区はいずれ

も液少の程度が少なくy供給が後半まで特続してい

る。

2．生育ならびに収丑

生育ならびに収量調査の結果を第2表および第5表

に示した。

晶　 喧

l

区 番 号 試 験 区 名

■　　 草　　 丈 （ m ） i　　 茎　　 数 （ 太 ）
有 効 茎

歩 合‘．2 0 7 ． 1 7 ．1 4 程　 長 8 ．2 0 7 ． 1 事　 7 ．1 4 穂　 数

フ
1 無 珪 カ ル 区 4 5 ．8 5 7 ．8 7 5 ．8 9 1 ．2 1 Z 7 2 1．1 2 2 ．2 1 4 ．2

　 ％

d 4 ．0

ジ
2 珪 カ ／レ 2 0 0 区 4 5 ．9 8 1 ．0 7 8 ．4 1 0 5 ．7 1 4 ．4 2 8 ．5 2 7 ．8 1 8 ．0 8 5 ．8

ノ 5 珪 カ ／レ 4 0 0 区 4 5 ．7 5 8 ．5 7 0 ．8 9 占．‘ 1 占．2 2 2 ．8 2 1 ．1 1 4 ．8 d 5 ．0

リ 4 珪 カ ル ‘0 0 区 4 8 ．9 5 8 ．0 d 5 9 8 7 ．4 1 5 ．8 1 7 ．9 1 8 ．7 1 2 ．9 6 9 ．0

ノヽ
1 無 珪 カ ル 区 4 5 ．1 5 7 ．5 8 7 ．1 8 8 ．1 1 占．8 5 Z 2 2 9 ．0 1 9 ．4 8 0 ．5

ツ 2 珪 カ ／レ 2 0 0 区 4 1 ．9 5 2 ．9 占 8 ．5 9 7 ．9 1 7 ．4 5 5 ．1 2 9 ．5 2 0 ．5 8 1 ．4

シ′ 5 珪 カ ／レ 4 0 0 区 4 2 ．2 5 5 ．1 8 8 ，2 9 4 ．0 1 8 ．0 5 1 ．0 2 9 ．4 2 0 ．5 8 8 ．1

キ 4 珪 カ ／レ ‘O D 区 4 4 ．° 5 5 ．0 8 7 ．9 9 5 ．7 1 7 ．2 5 0 ．6 2 9 ．5 2 5 ．8 7 7 8

（10a当り）

区番号 試験区名 ワラ重 モ ミ重 モ㌔ ラ 枇
居米重

玄米重 指　 数

フ

ジ

ミ

ノ

リ

一　徒

者粒数
登　熱

歩　合

1 無 珪 カ ／レ区

R グ R F

1．1 9

晦 勒

1 0 0

粒 ％

5 7 0 6 7 d ‘．2 5 5 8 7 8．1 9 4．5

2 珪 カ ル 20 0 区 7 0 5 7 7 2 1．0 9 5 2．8 8 0 2 1 0 8 8 0．5 7 7．8

5 珪 カ ／レ40 0 区 5 8 5 7 1 7 1．2 5 8．1 5 8 8 1 0 d 8 4．0 8 8．2

4 珪 カ ／レ80 0 区 4 9 5 占2 1 1．2 8 4．2 5 0 7 9 1 8 5．8 9 5．2

1 無 珪 カ ′レ区 4 9 5 6 5 5 1．2 8 8．9 5 1 1 1 0 0 8 0．4 8 9．7

2 珪 カ ′レ20 0 区 8 0 0 7 0 8 1．1 8 2 0．8 5 5 6 1 0 9 8 8．5 8 4．8

5 珪 カ ／レ4 00 区 d D O 7 8 D 1．2 7 1 9．2 8 0 4 1 1 8 7 5．1 8 4．4

4 珪 カ ／レ80 0 区 5 8 5 8 1 0 1．5 8 1 5．4 ‘5 8 1 2 9 7 2．7 8 7．1

千粒重

ハ

ツ

ニ

シ

キ

フジ’ミノリについてみると珪カ′レ200晦区が初期よ

り生育旺盛で，草丈の伸長・分けつの発生ともに著し

く程長が108mまで伸び倒伏の傾向さえ見られた。そ

のため府米重がきわめて多く驚熟歩合が低下し玄米千

粒重も低い。

しかし，徳数確保が大であったため収丑では108の

指数で増収している。珪カル4DOXF区は無珪カル区に

比し，初期草丈の伸長に若干の抑制が見られるが伸長

期以降は回復して，むしろ着粒数の増大に効果を示し

10°の収丑指数を示して増収している。珪カ′レ占00Kダ

施用区は初期より生育抑制が大で程長が矩かく穂数も

少ない。しかし着粒数，登熟歩合が多少無珪カル区を

上まわっているが指数が91と減収している。

一方のハツこシキでは各珪カル施用区ともに初期草

丈の伸長が若干抑制されているが，伸長期以後は回復

し，しかし施用畳の少ないほど回復が早く，伸長も大

となっている。茎数では各区間に大差はないが，珪カ

′レ施用丑を増すほど有効茎歩合が高まり，とくに800

Kク区が高く棟数を多くし，そして一穂着粒数も珪カル

施用丑の多いほど増加している。
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萱熱については区間に大差がなく，結局ハツこシキ

に対しては珪カ′レ施用量の多いほど，構成要素の確保

が有利となり200Kg区が109，400Kク区118，800KP

区129の収最指数を示して，著しい増収率を示すに重

第4表　　作物体養分洩度の推移

っている。

急　養分吸収

生育時期ごとに試料を抜き取り分析に供したがその

結果は第4表および第5表に示すとおりである。

lコ
P11

唾

区 幸

番

号

分 け つ 期 幼 形 期 ．　 出　 穂　 期　　 収　 穫　 期　　 け つ 期 幼 形 期 出　 穂　 期 収 穫 期

茎　 葉 茎　 葉 茎　 葉 穂 茎　 葉 穂 茎　 葉 茎　 葉 茎　 葉 穂 茎　 葉 穂

Ⅳ　 （％ ） P 2 0 さ く％ ）

フ
1 5 ．4 2 2 ．2 5 0 ．8 9 1．1 8 0 ．5 7 0 ．9 2 0 ．7 5 0 ．5 8 0 ．8 0 0 ．4 5 0．2 8 0 ．5 8

ジ 2 5 ．0 8 1．9 5 1．1 0 1．1 5 1．1 4 1．0 0 0 ．8 0 0 ．8 1 0 ．8 0 0 ．4 d 0 ．2 0 0 ．6 8

′ 5 5 ．0 7 1．8 0 1．1 占 1．1 8 1．0 7 0 ．9 9 0 ．8 1 0 ．7 1 0 ．5 4 0 ．5 9 0 ．2 0 0 ．8 8

リ 4 2．8 0 1．7 8 1 ．1 0 0 ，9 8 0 ．9 2 0 ．9 2 0 ．8 9 0 ．°8 0 ．5 2 0 ．4 1 0 ．2 d 0 ．6 5

′ヽ
1 5 ．0 5 1．7 2 1．1 4 1．1 9 0 ．4 1 1．1 5 0 ．8 5 0 ．d 2 0 ．5 8 0 ．5 9 0 ．2 0 0 ．8 0

ツ 2 5 ．0 1 1．8 8 1．1 5 1．2 0 0 ．4 2 1．0 9 0 ．8 5 0 ．7 5 0 ．6 7 0 ．4 ° 0．1 8 0 ．8 8

シ
5 2 ．9 9 1．d S 1．O d 1．1 8 0 ．4 8 1．1 1 0 ．7 8 0．7 5 0 ．5 9 0 ．4 7 0 ．1 ‘ 0 ．8 2

キ 4 2 ．8 2 1．8 0 1．0 0 1．1 ° 0 ．7 1 1．1 1 0 ．7 2 0 ．d 8 0 ．5 5 0 ．4 7 0 ．1 7 0 ．8 1

K ℡ ○ （％ ）　　　　　　　　　　　　　　　　 S i O Z （％ ）

l
7 1 5 ．7 8 5 ．5 8 2 ．2 4 0．8 0 2．1 8 0 ．4 4 5 ．5 5 占．0 5 8 ．2 5 7 ．0 2 1 0 ．0 5 ．0 5

ジ 2 5 ．7 9 4 ．0 4 2 ．6 4 0 ．8 8 2．2 D 0 ．4 1 8 ．5 5 8 ．4 5 8 ．8 8 9 ．7 5 1 2 ．9 5 ．5 5

ノ 5 5 ．8 4 5 ．5 2 2 ．5 0 0 ．8 8 2 ．1 8 0．4 0 8 ．0 0 7 ．7 0 8 ．7 2 8 ．8 5 1 1．8 5 ．5 5

リ 4 5 ．9 4 5 ．5 8 2 ．2 8 0 ．8 2 2 ．1 0 0 ．4 5 5 8 0 7 ．0 5 7 ．9 5 8 ．7 5 1 1．7 5 ．5 5

′ヽ
1 5 ．7 8 5．1 4 2 ．5 0 0 ．8 2 2．4 8 0 ．5 5 5 ．4 5 5 ．8 2 8 ．4 0 9 ．5 5 9 2 2 ．8 5

ツ 2 5．5 0 5 ．8 2 2 ．5 8 0 ．8 2 2．5 2 0 ．4 8 8 ．0 5 7．9 0 8．4 0 9 ．5 ° 1 5 ．0 5 ．d 5

シ′ 5 5 ．8 4 5 ．4 4 2 ．5 2 0 ．8 4 2 ．8 8 0 ．4 5 8 ．5 5 7．1 4 8 ．2 0 9 ．5 0 1 5 ．0 5．4 5

キ 4 5 ，8 0 5 ．2 0 2 ．5 4 0 ．8 2 2．7 8 0 ．4 2 5 ．8 7 6 ．7 8 8 ．1 0 9 ．0 8 1 0 ．4 5 ．1 0

第5表　　時期別　封　吸収丑

晶　 瞳 区 番 号

紬 区 名 l 時 期 別 町 吸 収 丑 （K F／ 1 0 a ） 時 期 別 町 吸 収 割 合　 （ ％ ） 玄 米 生

産 能 率
分 け つ 期 幼 形 期 出 穂 期 収 穫 期 分 け つ 期 幼 形 期 出 穂 期 収 穫 期

7
1 無 珪 カ ′レ 区 8．2 8．9 7．5 9．5 d 5 7 5 7 7 1 0 0 5 9

ジ 2 珪 カ ′レ 2 0 0 区 6．4 7．5 1 1．0 1 5．7 4 1 4 7 7 0 1 0 0 5 8

ノ
5 珪 カ ′レ4 0 0 区 5、7 8．4 1 0．4 1 5．4 4 5 4 8 7 8 1 0 0 4 4

リ 4 珪 カ ′レ 8 0 0 区 5．0 8．0 1 0．1 1 0．5 4 9 5 8 9 8 1 0 0 4 9

′ヽ
1 無 珪 カ ′レ 区 占．5 7．4 8．8 9 ．5 7 0 8 0 9 5 1 0 0 5 5

ツ 2 珪 カ ′レ 2 0 0 区 8．4 7．7 9．8 1 0．2 6 5 7 8 9 8 1 0 0 5 5

シ 5 珪 カ ル 4 0 0 区 ‘．1 7．1 9．1 1 1．5 5 4 8 5 8 1 1 0 0 5 5

キ 4 珪 カ ′レ 8 0 0 区 5．8 8．7 8．8 1 5．2 4 2 5 1 占7 1 0 0 5 0

養分濃度についてみると，フジミノリではがは珪カ

′レを施用することにより初期低濃度で経過するが，幼

穂形成期以降の濃度の低下が少なく出穂期，収橙期と

もに無珪カル区より高い洩度となっている。珪カル施

用丑間では，施用丑の多いほど低萬度で推移している。

P208については封とまったく逆の傾向で珪カ′レ施用

区は初期高滋度で推移し，幼徳形成期以降は低曲度で

推移している。珪カ／レ施用区間では施用丑の多いほど
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低溢度である。

Ⅹ20，Si02については，珪カル施用区はいずれも

萬度を増しているが，珪カ′レを増施しても必ずしも蕩

度は高くなく，200Kダ区が最も高い藍度となっている。

ハツニシキでは各成分ともフジミノリとまったく同

一傾向を示して推移しているが，一ハツニシキのⅣ温度

は，フジミノリより一般に低い萬度で推移している。

一万，が吸収丑について見ると両品種ともに珪カ′レ

施用によって吸収畳は多くなっているが，ハツニシキ

では施用宜が多くなるに従い吸収丑が増加している

のに対し，フジミノリでは2DOXク区が最も多く，次い

で400Kク区，引川和区と施用丑が増加するに従tい町吸

収宜が低下している。

時期別吸収割合についてみるとフジミノリ，ハツニ

シキともに支米収丑の高い区ほど，生育後期の町吸収

割合が高い。すなわち，フジミノリでは200Rク区が初

期の吸収割合が少なく，施肥最を増加するに従い初

期の吸収割合が高くなる。しかし，ハツニッキでは珪

カ′レ施用畳が多くなるに従い初期の吸収割合が低く．

後期の吸収割合が高い。

4．　ま　　　と　　　め

昭和42年度において珪カル施用効果の品種間差異に

ついて検討すべく，現場岨場において試験を実施した。

1・珪カ′レ施用によってpHは著しく上昇し200Rg

施用で分けつ馴こは7．5となっているれ　幼穂形成期

ごろにはd・8ぐらいに落ち着いて来ている。800Kダ区

では7・7から7．1となり，アルカリ性を元している。

また，土壌中のNH4－封は，無珪カ′レ区が伸長期以

降急激に減少して，後半のⅣ供給を少なくしているが，

珪カ′レ区は汲少の程度が低く，後半までⅣ供給を持続

している。

2・」以上のような結果から，フジミノリでは200晦

区の町吸収が初期から盛んでしかもP205萬度も高い

ため蛋白代謝を旺盛にし，生育丑が著しく増加して穂

数がきわめて多く確保されている。しかし，Ⅳ供給が

後半まで多く持続したため程長が伸び倒伏さえみられ，

萱熟不良を招いている。400喝，dOO晦区では初期か

ら生育の抑制が見られ，400Kダ区では伸長期以降徐々

に回復して着粒数を増し増収しているが，800Kg区は

生育の抑制が大でしかも後期まで持続しているため減

収している。

すなわち，pHがア′レカリ性に傾くと，蛋白代謝が

撹乱され十分にNを吸収同化することができず，構成

要素の確保を困難なものとしている。

一方，′、ツニシキでは，pHが多少アルカリ性に候いても

分けつ力の旺盛な品種であるため，養分供給さゑ」一分であ

れは，蛋白代謝は大きく乱されることがなく多少初期生

育が抑制される程度で，まもなく回復して来ている。

また，このような初期の抑制が，むしろ有効茎歩合

を高めて棟数を多くし，さらに一穂粒数をも増加して，

構成要素の確保を有利にし著しい増収効果を示していも

5・このように分けつのしにくい穂重型品種では，

培地がアリカリ性に傾いてくると蛋白代謝が著しく乱

され，pHが高いほどその回復もおそく減収してくる。

したがってこのような品種では，培地のpHがあまり

高くならないよう，塩基の供給には十分留意する必零

がある。しかし，穂数の確保しやすい品種では多少徽

ア′レカリ性になっても大きな影野を受けることが少な

く，むしろ過分けつを抑制する傾向さえ見られ，有効

茎歩合を高めるなど，槙成事粟の確保を有利にしていも

4．試験地土壌は緩衝能の弱い土壌であるため塩基

が補給されると，p潤は急激に上昇し水稲生育に影轡

してくるが，沖穣土壌等緩衝能の強い土壌では，pH

の急激な変化が少なく，したがって珪カルの施用効

果も，土壌の種類によって異なってくるものと思われ

る。


